
保健師・看護師等対象コース 

◆ 研修の目的 

 結核対策に携わる看護職等を対象に、結核の正しい知識の習得や、服薬支援・接触者対応等における支援技術の向上を図る

ことを目的としています。保健師・看護師の他、診療放射線技師、薬剤師、感染管理担当者等、結核の服薬支援や地域連携に

携わる職種の方々にもご参加いただけます。習得レベル イメージ図と共に、それぞれの研修内容をご確認いただき、受講され

るコースをお選びください。 

 なお、保健看護学科の「保健師・看護師等基礎実践コース」「保健師・対策推進コース」「結核院内感染対策担当者コー

ス」は、日本結核・非結核性抗酸菌症学会 抗酸菌症エキスパート制度の認定講習会となっています。 

研修コース別 習得レベル イメージ図 
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◆ 研修コース紹介 

コース名・開催期間 対象 研修内容 

保健師・看護師等基礎実践コース 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

保健師・看護師、   
診療放射線技師、薬
剤師、臨床検査技師
等 

 結核の基礎から結核対策に関する知識・技術を学ぶためのコー
スです。 

 感染症法による法的運用、結核の基礎（感染・発病・診断・治
療・菌検査）、服薬支援(DOTS)、接触者健診の基礎、コホート
検討会の役割、院内感染対策等を学びます。また、高齢者や外国
出生患者等の対象別支援についても演習を取入れ技術の向上を目
指します。行政と医療機関の看護職等がお互いの業務を理解し、
連携強化も期待しています。 

結核の基礎知識の習得及び演習を含んだ実践的な内容です。 

     ※第1回～第5回は同じ内容です 
     ※演習A日程とB日程はご希望を承ることが叶いません 

保健師・対策推進コース 
 

2026年  9月8日～11日 

保
健
師 

「保健師・看護
師等基礎実践
コース」修了者 
 

または 
 

結核対策に従事
して3年以上の
経験者 

 

 管轄地域の結核対策（早期発見・服薬支援）の強化のため、地
域の包括的な分析、評価など保健所の機能強化に向けたより専門
性を高めたコースです。 

 接触者健診の強化を図るため、集団発生動向、発生時の分析・
評価の技術の習得、結核の分子疫学調査(ゲノム検査等）役割とそ
の応用。地域の結核対策の課題を抽出、地域に応じた対策強化の
企画・評価（含むコホート検討会・ハイリスク対応）等について
実践演習を含むコースです。実践活動の紹介や参加者同士の情報
交換も行います 

 対策の最新の動向やトピックスを取り上げ、結核に関する最新
知識を習得するためのコースです。対象別の取組や事業の企画等
にも役立つ内容です。 

 過去に当研究所での研修を受講した方のフォローアップコース
としてもご活用ください。 

最新情報集中コース 
 

2026年10月 1日～ 2日 

※オンライン開催 

保
健
師
・
看
護
師
等 

結核院内感染対策担当者コース 
 

2026年10月 3日 

※オンライン開催 

医療機関で院内感染
対策に関わる担当者 

（感染管理認定看護
師・院内感染対策担当
者等） 

 結核の基礎知識および結核の院内感染対策、集団発生や接触者
健診、結核の服薬支援（DOTS)や保健所との連携について学ぶ内
容です。また、病院での実践活動の紹介を含み、自施設の感染評
価、院内感染対策の充実に活かせるコースです。 

2026年  座 学 演 習  A 演 習  B 

第1回 5月12・13日 14・15日 - 

第2回 6月  8・  9日 11・12日 16・17日 

第3回 9月15・16日 17・18日 24・25日 

第4回 11月9・10日 12・13日 17・18日 

第5回 12月8・  9日 10・11日 - 

※網掛け以外はオンライン開催 

※修了証の発行はございません 

※事前の課題があります 


